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市
は
、
田
辺
公
園
に
建
設

す
る
（
仮
称
）
ス
ケ
ー
ト

パ
ー
ク
の
計
画
づ
く
り
に
参

加
し
て
い
た
だ
け
る
人
を
募

集
し
ま
す
。
同
パ
ー
ク
を
具

体
的
に
ど
う
い
っ
た
施
設
に

す
る
か
を
利
用
さ
れ
る
市
民

の
み
な
さ
ん
と
市
が
共
に
考

え
実
施
す
る
、
ワ
ー
ク
シ
ョ

ッ
プ
方
式
で
建
設
事
業
な
ど

を
進
め
ま
す
。

田
辺
公
園
は
市
役
所
周
辺

に
広
が
る
公
園
で
、
平
成
１６

年
４
月
の
完
成
に
向
け
て
、

市
は
不
況
対
策
の
緊
急
支

援
事
業
と
し
て
、
市
民
が
市

市
が
建
設
を
進
め
て
い
ま

す
。
本
年
度
は
、（
仮
称
）

ス
ケ
ー
ト
パ
ー
ク
お
よ
び
多

目
的
広
場
な
ど
の
整
備
を
行

い
ま
す
。

検
討
方
式
＝
田
辺
公
園

（
仮
称
）
ス
ケ
ー
ト
パ
ー
ク

の
建
設
を
、
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ

プ
方
式
で
そ
の
内
容
を
検
討

対
象
＝
市
内
に
在
住
す
る

中
学
生
以
上
で
、
ス
ケ
ー
ト

ボ
ー
ド
の
経
験
が
あ
り
、
本

市
の
ま
ち
づ
く
り
計
画
に
関

心
が
あ
る
人

日
程
＝
▼
第
１
回
…
６
月

２１
日
�
午
後
１
時
か
ら
田
辺

中
央
体
育
館
で
開
き
ま
す
▼

第
２
回
は
７
月
上
旬
、
第
３

回
は
同
月
下
旬
に
開
催
を
予

定
し
て
い
ま
す
。
開
催
時
間

は
、
開
催
日
が
土
・
日
曜
日

の
場
合
は
午
後
に
、
平
日
の

場
合
は
夜
間
を
予
定
し
て
い

ま
す定

員
＝
３０
人
。
た
だ
し
、

定
員
を
超
え
た
時
は
選
考
決

定
し
ま
す

し
め
き
り
＝
６
月
１２
日
�

申
込
・
問
合
せ
先
＝
都
市

整
備
課（
�
６４
・
１
３
４
６
）

市
民
と
共
に
具
体
的
な
内
容
考
え
る

住
宅
修
繕
は
市
内
業
者
で

住
宅
修
繕
は
市
内
業
者
で 

住
宅
修
繕
は
市
内
業
者
で 

内
の
施
工
業
者
で
自
宅
修
繕

や
補
修
工
事
な
ど
を
行
う
時

に
、
工
事
費
用
の
１０
�
で
最

高
１０
万
円
（
た
だ
し
、
千
円

未
満
は
切
り
捨
て
）
を
助
成

し
ま
す
。

対
象
者
＝
本
市
に
住
民
登

録
ま
た
は
外
国
人
登
録
し
、

市
内
に
継
続
し
て
１
年
以
上

居
住
し
、
申
請
時
に
市
税
の

滞
納
や
市
の
各
種
融
資
償
還

が
滞
っ
て
な
く
、
昨
年
度
に

同
助
成
を
受
け
て
い
な
い
人

対
象
工
事
＝
住
宅
の
修
繕

や
補
修
、
壁
紙
・
外
壁
な
ど

の
模
様
替
え
、
住
宅
に
附
属

す
る
駐
車
場
の
設
置
や
修

繕
、
敷
地
内
の
フ
ェ
ン
ス
設

置
な
ど
、
住
宅
機
能
の
維
持

向
上
の
た
め
に
行
う
費
用
が

３０
万
円（
消
費
税
は
別
で
す
）

以
上
の
工
事
で
、
交
付
決
定

通
知
後
に
工
事
着
工
し
、
平

成
１６
年
３
月
３１
日
�
ま
で
に

完
了
す
る
も
の

対
象
住
宅
＝
申
請
者
が
自

己
の
居
住
用
と
し
て
市
内
に

所
有
す
る
住
宅
や
マ
ン
シ
ョ

ン
な
ど
。
集
合
住
宅
は
専
有

部
分
の
み
、
店
舗
・
事
務
所

と
の
併
用
住
宅
は
住
居
部
分

の
み
が
対
象
と
な
り
ま
す

申
込
方
法
＝
往
復
は
が
き

の
往
信
用
に
「
不
況
対
策
緊

急
支
援
助
成
希
望
」
と
住

所
・
氏
名
・
電
話
番
号
・
概

算
工
事
金
額
・
施
工
業
者
名

（
市
内
業
者
）
を
、
返
信
用

の
表
に
住
所
・
氏
名
を
書
い

て
送
付
し
て
く
だ
さ
い
。

市
が
助
成
候
補
者
と
認
め

た
時
は
、
申
請
書
類
を
送
付

し
ま
す
。

な
お
、
既
に
着
手
さ
れ
て

い
る
工
事
は
対
象
と
な
り
ま

せ
ん
。

申
込
期
間
＝
６
月
１６
日
�

〜
７
月
２２
日
�（
消
印
有
効
）

申
込
・
問
合
せ
先
＝
産
業

振
興
課
（
〒
６
１
０
・
０
３

９
３
京
田
辺
市
田
辺
８０
、
�

６４
・
１
３
６
４
）

第
二
京
阪
道
路
が
３
月
３０
日

に
開
通
し
ま
し
た
。

国
土
交
通
省
と
日
本
道
路
公

団
が
同
道
路
開
通
後
、
交
通
量

と
所
要
時
間
（
平
日
の
夕
方
）

の
調
査
し
た
と
こ
ろ
、
１
日
の

利
用
台
数
は
約
８
千
台
。
国
道

１
号
の
五
条
堀
川
（
京
都
市
）

か
ら
池
之
宮
北
（
枚
方
市
）
間

の
所
要
時
間
は
、
開
通
前

に
は
１
時
間
３６
分
か
か
っ

て
い
た
の
が
第
二
京
阪
道

路
を
利
用
す
る
と
４０
分
短

縮
の
５６
分
に
。
ま
た
、
国

道
１
号
の
交
通
量
も
減
っ

た
こ
と
か
ら
同
間
を
国
道
１
号

の
み
を
利
用
し
た
時
で
も
２７
分

短
縮
と
い
う
結
果
が
で
ま
し
た
。

ま
た
、
４
月
３０
日
に
は
、
第

二
京
阪
道
路
の
一
般
国
道
部
と

京
滋
バ
イ
パ
ス
側
道
の
交
差
点

の
交
通
規
制
が
解
除
さ
れ
、
全

方
向
に
通
行
で
き
る
よ
う
に
な

り
ま
し
た
。
こ
れ
に
よ
り
、
国

道
１
号
宇
治
川
大
橋
付
近
で
の

渋
滞
解
消
な
ど
大
き
な
効
果
が

期
待
さ
れ
ま
す
。

問
合
せ
先
＝
都
市
計
画
課

（
�
６４
・
１
３
４
８
）

第二京阪は便利です 第二京阪は便利です 
京都～枚方の所要時間が大幅短縮

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
で
意
見
募
集

田
辺
公
園
に
ス
ケ
ー
ト
パ
ー
ク

田
辺
公
園
に
ス
ケ
ー
ト
パ
ー
ク 

田
辺
公
園
に
ス
ケ
ー
ト
パ
ー
ク

田
辺
公
園
に
ス
ケ
ー
ト
パ
ー
ク 

田
辺
公
園
に
ス
ケ
ー
ト
パ
ー
ク 

工
事
費
の
１
割
で
最
高
１０
万
円
を
助
成

梅
雨
シ
ー
ズ
ン
が
到
来
。
災
害
に
備

え
、
水
防
法
や
水
防
計
画
に
基
づ
く
実

践
的
な
訓
練
を
行
い
技
術
を
高
め
よ
う

と
、
市
は
５
月
１８
日
に
木
津
川
玉
水
橋

下
流
の
河
川
敷
で
水
防

訓
練
を
行
い
ま
し
た
。

訓
練
は
消
防
団
員
や

消
防
本
部
職
員
ら
約
２

２
０
人
が
参
加
。
堤
防

か
ら
の
漏
水
を
防
ぐ

「
月
の
輪
工
法
」
や

「
せ
き
板
工
法
」「
竹
流

し
工
法
」「
杭
打
ち
積

み
土
の
う
工
法
」
を
行

い
ま
し
た
。

消
防
団
員
ら
は
、
汗

び
っ
し
ょ
り
に
な
り
な

が
ら
約
１
１
０
０
俵
の

土
の
う
作
り
や
杭
の
打

ち
込
み
な
ど
を
行
い
ま

し
た
。

出
来
上
が
り
を
視
察

し
た
久
村
哲
市
長
は

「
各
工
法
と
も
見
事
な
出
来
栄
え
。
今
後

も
市
民
が
安
全
で
安
心
し
て
暮
ら
せ
る

よ
う
頑
張
っ
て
く
だ
さ
い
」
と
講
評
し

ま
し
た
。

市は、「広報きょうたなべ」の発行
が平成15年6月15日号で通算500号を
迎えることから、これを記念して今
月号から本文に使う文字を大きくし、
また1日号の4・5面（見開き面）は2
色刷りにします。
紙面全体の文字数は減りますが、
今後も市は「早い・見やすい・正確
な」広報紙づくりに努め、市民のみ
なさんに信頼され親しまれる広報紙
を発行します。

500号を記念し文字も大きく

見開き面は２色刷り今
月
号
か
ら

梅
雨
シ
ー
ズ
ン
に
備
え

木
津
川
堤
防
で
実
践
的
な
訓
練

出来上がった「せき板工法」を視察する久村
市長（右から2人目）ら

水
防
訓
練
で
木
津
川
堤
防
に
杭
を
打
ち
込
む
消
防
団
員
（
５
月
１８
日
）

木
津
川 

国
道
１
号

国
道
１
号 

国
道
国
道
２４
号 

城陽IC

田辺西IC

京滋バ
イパス

京滋バ
イパス

 

京滋
バイ
パス

京滋
バイ
パス
 

第二名神自動車道 

八
幡
木
津
線 

内里城陽線 

枚方藤阪線 

八幡東IC

宇治西IC

（京田辺松井IC） 

国道
307
号 

桂
川 

山手幹線 

京田辺本線料金所 

田辺北IC

久御山南IC

巨椋IC

名
神
高
速
道
路 宇

治
宇
治
川 

枚方東IC

交
野
久
御
山
線 

枚方東部線 

N

第
二
京
阪
道
路

京
阪
道
路
 

国
道
１
号 

国
道
２４
号 

京滋
バイ
パス

巨椋IC

第
二
京
阪
道
路
 

第二京阪道路一般道と 
京滋バイパスとの交差点 

至 外環状線外環状線 至 外環状線 

至 

宇
治
市 

 が4月30日に 
通行可能となった部分です 

至 

国
道
１
号 

第二京阪道路一般部第二京阪道路一般部 第二京阪道路一般部 
N

京滋バイパス京滋バイパス 京滋バイパス 

拡
大
拡
大
 

拡
大
 

巨
椋
池

巨
椋
池
ＩＣ
 

巨
椋
池
ＩＣ
 

2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2

（
仮
称
）
ス
ケ
ー
ト
パ
ー
ク
の
建
設
が
予
定
さ
れ
て
い

る
田
辺
中
央
体
育
館
西
側
の
田
辺
公
園
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なやみごとなやみごと（人権（人権・行政）行政）相談相談 なやみごと（人権・行政）相談 

時と場所 

毎月 第２水曜日（市役所会議室または 
　　　　　　　　  中央公民館会議室） 
 第４水曜日（北部住民センター 
   　または三山木福祉会館） 
いずれも午後１時３０分～４時 
祝日の場合はありません 

？ 

？ 
？
 

相談は無料で、秘密は固く守ります。 
　お気軽にお越し下さい。 

市
は
、
平
成
１５
年
度
職
員

採
用
試
験
を
行
い
ま
す
。

【
職
種
と
受
験
資
格
】

技
術
職
員
（
建
築
）
＝
昭

和
３８
年
４
月
２
日
以
降
に
生

ま
れ
、
大
学
卒
業
程
度
の
学

力
を
有
し
（
学
歴
は
問
い
ま

せ
ん
）、
２
級
建
築
士
以
上

の
資
格
を
有
す
る
人

【
採
用
予
定
人
数
】

１
名

【
試
験
日
時
】

７
月
１３
日
�
午
前
９
時
か

ら【
申
込
方
法
】

職
員
課
に
備
え
付
け
ま
た

は
、
本
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

（http://w
w
w
.kyotan

ab
e.jp

）
か
ら
ダ
ウ
ン

５
月
１９
日
に
開
か
れ
た
、

市
議
会
議
員
一
般
選
挙
後
初

め
て
の
市
議
会
臨
時
会
で
正

副
議
長
や
監
査
委
員
・
各
常

任
委
員
会
委
員
な
ど
が
決
ま

り
ま
し
た
。

議
長
に
は
小
林
弘
議
員

（
６５
）
・
副
議
長
は
畑
俊
宏

議
員
（
６０
）
・
議
会
選
出
の

監
査
委
員
は
山
下
勝
一
議
員

（
６５
）
を
そ
れ
ぞ
れ
選
出
し

ま
し
た
。
ま
た
、
本
市
と
八

幡
市
・
井
手
町
・
宇
治
田
原

平
成
１５
年
第
１
回
市
議
会

臨
時
会
が
、
５
月
１９
日
に
開

か
れ
、
市
議
会
は
、
新
助
役

に
廣
野
信
さ
ん
（
５８
）
を
選

任
す
る
人
事
案
件
に
賛
成
多

数
で
同
意
し
ま
し
た
。

生
涯
学
習
の
推
進
に

補
助
金
交
付
し
ま
す

市
は
、
生
涯
学
習
推
進
事

業
補
助
金
を
交
付
し
て
い
ま

す
。こ

れ
は
、市
民
を
対
象
に
、

ロ
ー
ド
し
た
申
込
書
に
必
要

事
項
を
書
い
て
、
撮
影
６
か

月
以
内
の
写
真
（
正
面
・
脱

帽
・
上
半
身
・
縦
６
�
×
横

５
�
）
を
貼
り
、
最
終
学
校

の
卒
業
証
明
書
、
ま
た
は
卒

業
証
書
の
写
し
と
、
２
級
建

築
士
以
上
の
免
許
証
の
写
し

を
添
え
て
、
同
課
へ
受
験
者

が
持
参
し
て
提
出
し
て
く
だ

さ
い
。
郵
送
に
よ
る
申
し
込

み
は
受
け
付
け
ま
せ
ん
。

【
申
込
書
の
交
付
期
間
】

６
月
２
日
�
〜
２７
日
	
。

た
だ
し
、
土
・
日
曜
日
は
除

き
ま
す
。

【
申
込
書
の
受
付
期
間
】

６
月
９
日
�
〜
２７
日
	
。

た
だ
し
、
土
・
日
曜
日
は
除

き
ま
す
。

【
申
込
書
の
交
付
と
受
付

時
間
】

午
前
８
時
３０
分
〜
正
午
と

午
後
１
時
〜
５
時

【
採
用
予
定
日
】

平
成
１５
年
１０
月
１
日
以
降

【
問
合
せ
先
】

職
員
課
（
�
６４
・
１
３
２

４
）

町
で
構
成
す
る
城
南
市
町
村

税
滞
納
整
理
組
合
の
議
会
議

員
に
は
井
上
公
議
員
（
６４
）

を
選
び
ま
し
た
。

３
つ
の
常
任
委
員
会
と
議

会
運
営
委
員
会
、
産
業
立
地

特
別
委
員
会
・
広
報
編
集
特

別
委
員
会
の
委
員
構
成
と
正

副
委
員
長
が
、
次
の
と
お
り

決
ま
り
ま
し
た
。（
カ
ッ
コ

内
は
所
属
会
派
名
。
◎
は
委

員
長
、
○
は
副
委
員
長
。
共

産
党→

日
本
共
産
党
京
田
辺

市
議
会
議
員
団
、
自
民
党→

自
由
民
主
党
京
田
辺
市
議
員

団
、２１
市
民→

２１
市
民
の
会
）

【
総
務
常
任
委
員
会
】

◎
松
本
耕
治
（
一
新
会
）

○
南
部
登
志
子
（
同
）
青
木

綱
次
郎
（
共
産
党
）
小
林
弘

（
一
新
会
）
小
林
正
路
（
２１

市
民
）
畑
俊
宏
（
公
明
党
）

山
下
勝
一
（
自
民
党
）

【
文
教
福
祉
常
任
委
員
会
】

◎
水
野
恭
子
（
共
産
党
）

○
小
林
喜
代
司
（
一
新
会
）

橘
雄
介
（
２１
市
民
）
辻
建
二

（
自
民
党
）
羽
原
豊
（
一
新

会
）
増
富
理
津
子
（
共
産
党
）

松
村
博
司
（
一
新
会
）

【
建
設
経
済
常
任
委
員
会
】

◎
喜
多
英
男
（
一
新
会
）

○
塩
貝
建
夫
（
共
産
党
）
市

田
博
（
一
新
会
）
井
上
薫

（
共
産
党
）
井
上
公
（
自
民

党
）
上
田
登
（
一
新
会
）
西

川
豊
蔵
（
公
明
党
）

【
議
会
運
営
委
員
会
】

◎
上
田
登
（
一
新
会
）
○

井
上
薫
（
共
産
党
）
井
上
公

（
自
民
党
）
塩
貝
建
夫
（
共

産
党
）
橘
雄
介
（
２１
市
民
）

西
川
豊
蔵
（
公
明
党
）
羽
原

豊
（
一
新
会
）
松
村
博
司

（
同
）
松
本
耕
治
（
同
）

【
産
業
立
地
特
別
委
員
会
】

◎
市
田
博
（
一
新
会
）
○

塩
貝
建
夫
（
共
産
党
）
青
木

綱
次
郎
（
同
）
上
田
登
（
一

新
会
）
喜
多
英
男
（
同
）
小

林
正
路
（
２１
市
民
）
西
川
豊

蔵
（
公
明
党
）
松
村
博
司

（
一
新
会
）
山
下
勝
一
（
自

民
党
）

【
広
報
編
集
特
別
委
員
会
】

◎
羽
原
豊
（
一
新
会
）
○

増
富
理
津
子
（
共
産
党
）
橘

雄
介
（
２１
市
民
）
畑
俊
宏

（
公
明
党
）
山
下
勝
一
（
自

民
党
）

【
敬
称
略
】

任
期
は
、
平
成
１５
年
５
月

２０
日
か
ら
４
年
間
で
す
。

廣
野
氏
は
、
同
志
社
大
学

を
卒
業
。
昭
和
３９
年
に
京
都

府
庁
に
入
り
、地
方
課
主
幹
、

用
地
課
長
、
文
教
課
長
、
企

画
環
境
部
次
長
、
田
辺
地
方

振
興
局
長
、
地
方
労
働
委
員

会
事
務
局
長
な
ど
を
歴
任

し
、
平
成
１５
年
３
月
に
京
都

府
庁
を
退
職
。
住
所
は
、
城

陽
市
寺
田
丁
子
口
１
０
３
番

地
の
４１
で
す
。

区
・
自
治
会
や
社
会
教
育
・

福
祉
活
動
を
行
っ
て
い
る
団

体
や
サ
ー
ク
ル
な
ど
が
新
規

で
か
つ
継
続
で
き
る
文
化
・

ス
ポ
ー
ツ
活
動
な
ど
の
事
業

経
費
の
一
部
を
補
助
す
る
も

の
で
す
。

申
請
方
法
＝
社
会
教
育
課

に
備
え
付
け
の
申
請
用
紙
に

必
要
事
項
を
書
い
て
同
課
へ

申
請
く
だ
さ
い

し
め
き
り
＝
６
月
３０
日
�

申
請
・
問
合
せ
先
＝
社
会

教
育
課（
�
６４
・
１
３
９
３
）

市 議 会

議
長
に
小
林
弘
氏
を
選
出

常
任
・
特
別
委
員
会
も
構
成

職員を募集します 職員を募集します 
職種は建築技師

平
成
１５
年
度

教
育
委
員
会
後
援
の

い
け
ば
な
協
会
展

日
時
＝
６
月
１４
日
�
・
１５

日
�
午
前
９
時
３０
分
〜
午
後

５
時
（
１５
日
は
午
後
４
時
３０

分
ま
で
）

場
所
＝
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

助
役
に
廣
野
氏

任
期
は
５
月
２０
日
か
ら
４
年

廣野信 助役

小林弘 議長

畑俊宏 副議長

山下勝一 監査委員

寄

付

 

人

事

 

表

彰

表

彰

 

表

彰

◎
総
務
省
近
畿
管
区
行
政

評
価
局
長
表
彰
　
行
政
相
談

委
員
安
倉
日
出
子(

松
井)

【
敬
称
略
】

ホ
ー
ル

問
合
せ
先
＝
市
い
け
ば
な

協
会
　
喜
多
（
�
６２
・
０
９

６
３
）

教
育
委
員
会
は
、
小
学
校
の
夏

季
・
冬
季
休
業
日
お
よ
び
学
年
末
休

業
日
に
勤
務
す
る
留
守
家
庭
児
童
会

指
導
員
の
パ
ー
ト
職
員
登
録
者
を
募

集
し
ま
す
。

勤
務
内
容
＝
留
守
家
庭
児
童
会
に

入
会
し
て

い
る
児
童

の
保
育
を

中
心
と
す

る
指
導
業

務
応
募
資
格
＝
昭
和
１８
年
４
月
２
日

以
降
に
生
ま
れ
た
学
校
教
育
法
に
よ

る
高
等
学
校
以
上
を
卒
業
し
、
児
童

の
健
全
育
成
に
熱
意
の
あ
る
人
。
た

だ
し
、
地
方
公
務
員
法
第
１６
条
の
各

号
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
人
は
応

募
で
き
ま
せ
ん
。

採
用
期
間
＝
小
学
校
の
夏
季
・
冬

季
休
業
日
お
よ
び
学
年
末
休
業
日
の

期
間
の
内
、
必
要
に
応
じ
て
決
定
し

ま
す
。

申
込
方
法
＝
教
育
総
務
課
に

備
え
付
け
ま
た
は
、
本
市

（http://www.kyotanabe.jp

）
・
教

育
委
員
会
（http://www.kyotan-

abe.ed.jp

）
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ

ウ
ン
ロ
ー
ド
し
た
申
込
書
に
必
要
事

項
を
書
い
て
、
撮
影
後
６
か
月
以
内

の
写
真
（
脱
帽
・
上
半
身
、
縦
６

�
×
横
５
�
）
を
貼
り
、
同
課
へ
本

人
が
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

申
込
書

交
付
・
受

付
日
時
＝

６
月
１１
日

�

〜
２３
日

�
午
前
８
時
３０
分
〜
正
午
、
午
後
１

時
〜
５
時
。
た
だ
し
、
土
・
日
曜
日

は
除
き
ま
す
。

申
込
・
問
合
せ
先
＝
教
育
総
務
課

（
�
６４
・
１
３
９
１
）

留
守
家
庭
児
童
会
指
導
員
を
募
集

留
守
家
庭
児
童
会
指
導
員
を
募
集 
留
守
家
庭
児
童
会
指
導
員
を
募
集 

受
付
は
６
月
１１
日
か
ら
２３
日
ま
で

教育委員会

平成15年（2003年）6月1日＜ 3 ＞ 広 報 き ょ う た な べ

社
保
事
務
所
か
ら

免
除
申
請
書
を
郵
送

国
民
年
金
の
保
険
料
免
除

制
度
（
全
額
・
半
額
）
の
平

成
１４
年
度
免
除
承
認
者
に

は
、
制
度
の
案
内
と
申
請
書

を
京
都
南
社
会
保
険
事
務
所

か
ら
６
月
末
ご
ろ
に
郵
送
さ

れ
ま
す
。

本
年
度
も
「
市
か
ら
」
郵

送
さ
せ
て
い
た
だ
く
予
定
で

し
た
が
、「
京
都
南
社
会
保

険
事
務
所
か
ら
」
に
変
更
と

な
り
、
市
か
ら
は
郵
送
し
ま

せ
ん
。
な
お
、
同
申
請
書
は

国
保
年
金
課
に
備
え
付
け
て

い
ま
す
。

問
合
せ
先
＝
▼
国
保
年
金

免
除
申
請
の
受
付

７
月
か
ら
始
め
ま
す

国
民
年
金
保
険
の
平
成
１５

年
度
保
険
料
免
除
（
全
額
・

半
額
）申
請
の
受
け
付
け
を
、

７
月
１
日
�
か
ら
始
め
ま

す
。免

除
申
請
年
度
は
７
月
か

ら
翌
年
６
月
ま
で
で
す
。
承

認
の
期
間
は
、
申
請
の
あ
っ

た
月
の
「
前
月
か
ら
」
と
な

り
ま
す
。
申
請
は
毎
年
必
要

で
す
。

平
成
１４
年
度
に
承
認
を
受

け
た
人
は
、
１５
年
６
月
ま
で

承
認
さ
れ
て
い
る
は
ず
で
す

の
で
、
京
都
南
社
会
保
険
事

務
所
か
ら
送
付
さ
れ
て
い
る

免
除
申
請
承
認
通
知
書
を
確

認
の
う
え
、
７
月
に
入
っ
て

か
ら
申
請
を
行
っ
て
く
だ
さ

い
。免

除
申
請
は
、
国
保
年
金

課
で
随
時
受
け
付
け
を
行
っ

て
い
ま
す
。

申
請
・
問
合
せ
先
＝
国
保

年
金
課（
�
６３
・
１
１
２
２
）

市
政
協
力
員
連
絡
協
議
会

が
５
月
２１
日
に
開
か
れ
、
今

年
度
の
役
員
が
決
ま
り
ま
し

た
。市

政
協
力
員
の
み
な
さ
ん

は
、
市
民
の
み
な
さ
ん
と
行

政
を
結
ぶ
パ
イ
プ
役
と
し

て
、
市
行
政
の
運
営
に
ご
協

力
い
た
だ
く
方
々
で
す
。

▼
会
長
＝
上
村
義
忠
（
東

視
覚
障
者
を
対
象

２６
日
に
料
理
教
室

市
は
、
視
覚
障
害
者
を
対

象
に
料
理
教
室
を
開
き
ま

す
。日

時
＝
６
月
２６
日
�
午
前

１０
時
〜
午
後
１
時
３０
分

場
所
＝
社
会
福
祉
セ
ン

タ
ー対

象
者
＝
市
内
に
在
住
す

る
視
覚
に
障
害
の
あ
る
人

児
童
手
当
の

振
込
確
認
を

児
童
手
当
を
現
在
受
給
さ

れ
て
い
る
人
（
公
務
員
を
除

き
ま
す
）
は
、
６
月
期
分

（
２
〜
５
月
分
）
を
６
月
１０

日
�
〜
１３
日
	
に
振
り
込
み

ま
す
の
で
確
認
し
て
く
だ
さ

い
。問

合
せ
先
＝
児
童
福
祉
課

（
�
６４
・
１
３
７
７
）

受
水
槽
な
ど
の

法

定

点

検

を

ビ
ル
・
マ
ン
シ
ョ
ン
な
ど

で
公
共
水
道
の
み
を
供
給
源

と
し
受
水
槽
や
高
置
水
槽
を

設
け
、
そ
の
有
効
容
量
が
１０



を
超
え
る
も
の
は
簡
易
専

用
水
道
と
し
て
、
水
道
法
の

規
制
を
受
け
ま
す
。
設
置
者

は
、
飲
料
水
を
汚
染
か
ら
守

る
た
め
に
適
切
な
管
理
を
行

う
ほ
か
、
１
年
に
１
回
、
国

よ
り
指
定
を
受
け
た
検
査
機

関
で
定
期
検
査
を
受
け
な
け

れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

ま
た
、
新
規
設
置
・
氏
名

な
ど
の
変
更
・
休
止
お
よ
び

廃
止
を
す
る
時
は
、
市
の
簡

易
専
用
水
道
管
理
運
営
指
導

要
綱
に
よ
り
市
役
所
へ
報
告

書
を
提
出
す
る
必
要
が
あ
り

ま
す
。

受
水
槽
設
置
者
の
み
な
さ

ん
、
今
一
度
、
各
受
水
槽
の

検
査
状
況
を
ご
確
認
く
だ
さ

い
。
未
検
査
時
は
、
速
や
か

に
定
期
検
査
を
受
け
ま
し
ょ

う
。
定
期
検
査
を
受
け
な
か

っ
た
時
は
罰
則
を
受
け
る
場

合
が
あ
り
ま
す
。

提
出
・
問
合
せ
先
＝
健
康

推
進
課（
�
６４
・
１
３
３
５
）

医
師
会
に
よ
る

市
民
公
開
講
座

綴
喜
医
師
会
は
、
市
民
公

開
講
座
（
後
援
＝
市
ほ
か
）

を
開
き
ま
す
。

市
は
、
保
護
者
の
経
済
的

負
担
を
軽
減
す
る
た
め
に
、

公
立
幼
稚
園
の
保
育
料
の
減

免
（
還
付
）
を
行
っ
て
い
ま

す
。私

立
幼
稚
園
は
、
私
立
幼

稚
園
就
園
奨
励
事
業
で
、
各

私
立
幼
稚
園
か
ら
保
育
料
の

減
免
（
還
付
）
が
受
け
ら
れ

ま
す
。

【
公
立
幼
稚
園
】

対
象
＝
市
内
に
在
住
し
、

生
活
保
護
世
帯
か
市
民
税
所

リサイクル 
情　　　報 

行　　　政 
トピックス 

社会体育 
協　　会 

野外活動 
センター 

学研都市 

図 書 館  

消防団  

福 　 祉  

国 　 保  年 　 金年 　 金  

保 　 健  税 相 　 談  統 　 計  

消 　 防  e t c .

中　央  
公民館  

田　辺  
児童館  

中　央  
体育館  

耳より  
情　報  

文 　 化  
協 　 会  

募　集  
します  

国保年金 

とうちく 

消費生活 
メ　　モ 

田辺公園 
プ ー ル 

社会福祉 
協 議 会 

年 　 金  水 　 道  下水道  

国 　 際  
交 　 流  

せせらぎ 常磐苑  
普賢寺  
児童館  警 　 察  観光協会 

リサイクル 
情　　　報 

行　　　政 
トピックス 

社会体育 
協　　会 

野外活動 
センター 

学研都市 

図 書 館  

消防団  

福 　 祉  

国 　 保  年 　 金  

保 　 健保 　 健  税 相 　 談  統 　 計  

消 　 防  e t c .

中　央  
公民館  

田　辺  
児童館  

中　央  
体育館  

耳より  
情　報  

文 　 化  
協 　 会  

募　集  
します  

国保年金 

とうちく 

消費生活 
メ　　モ 

田辺公園 
プ ー ル 

社会福祉 
協 議 会 

水 　 道  下水道  

保 　 健  

国 　 際  
交 　 流  

せせらぎ 常磐苑  
普賢寺  
児童館  警 　 察  観光協会 

中国や香港などで原因不明の重症急性呼吸器症候群（SARS）が
流行しています。
この感染症はまだまだ不明な点が多く、感染源や病因物質など
は判明していません。
流行している地域から帰国された人で「38度以上の急な発熱」
や「せき・呼吸困難などの呼吸器症状」などが出た人は、マスク
を着用し事前に医療機関に連絡して診察を受けてください。
相談・問合せ先＝田辺保健所（�63－5745）
情報提供ホームページ＝�厚生労働省…http://www.mhlw.go.jp�国
立感染症研究所…http://idsc.nih.go.jp/others/urgent/update.html�
海外渡航者のための感染症情報…http://www.forth.go.jp/

得
割
非
課
税
世
帯
の
い
ず
れ

か
に
該
当
す
る
人

申
込
方
法
＝
幼
稚
園
に
備

え
付
け
の
申
請
書
に
必
要
事

項
を
書
い
て
、
必
要
書
類
を

添
え
て
同
園
へ
申
し
込
ん
で

く
だ
さ
い

【
私
立
幼
稚
園
】

対
象
＝
市
内
に
在
住
し
、

生
活
保
護
世
帯
、
市
民
税
非

課
税
世
帯
、
市
民
税
所
得
割

非
課
税
世
帯
、
市
民
税
所
得

割
課
税
額
１０
万
２
１
０
０
円

以
下
の
世
帯
の
い
ず
れ
か
に

該
当
す
る
人

申
込
方
法
＝
幼
稚
園
に
備

え
付
け
の
「
保
育
料
等
減
免

措
置
に
関
す
る
調
書
」
に
必

要
事
項
を
書
い
て
、
必
要
書

類
を
添
え
て
同
園
へ
申
し
込

ん
で
く
だ
さ
い

し
め
き
り
＝
７
月
４
日
	

問
合
せ
先
＝
▼
各
幼
稚
園

▼
学
校
教
育
課
（
�
６４
・
１

３
９
２
）

区
）
▼
副
会
長
＝
長
谷
川
栄

治
（
西
八
区
）
・
中
川
維
員

（
二
又
区
）
▼
幹
事
＝
尾
崎

愼
一
郎
（
健
康
ケ
丘
区
）
・

井
原
武
（
新
田
辺
東
住
宅
自

治
会
）
・
奥
西
弘
昌
（
草
内

区
）
・
奥
西
善
弘(

打
田
区)

問
合
せ
先
＝
総
務
課
（
�

６４
・
１
３
２
６
）（

敬
称
略
）

開
催
日
＝
６
月
２１
日
�

場
所
＝
中
央
公
民
館

参
加
費
＝
無
料

問
合
せ
先
＝
健
康
推
進
課

（
�
６４
・
１
３
３
５
）

【
映
画
】

時
間
＝
午
後
２
時
か
ら

内
容
＝
「
折
り
梅
」（
実

話
を
基
づ
く
、
痴
呆
症
に
つ

い
て
の
映
画
）

【
特
別
講
演
会
】

時
間
＝
午
後
４
時
か
ら

テ
ー
マ
＝
「
痴
呆
の
治
療

と
ケ
ア
」

講
師
＝
広
島
大
学
名
誉
教

授
の
中
村
重
信
さ
ん

パ
ー
キ
ン
ソ
ン
病
の

講
演
と
個
別
相
談

田
辺
保
健
所
は
、
専
門
医

に
よ
る
講
演
と
個
別
相
談
を

開
き
ま
す
。

日
時
＝
６
月
２６
日
�
午
後

１
時
３０
分
か
ら

場
所
＝
田
辺
保
健
所

講
演
内
容
＝
「
パ
ー
キ
ン

ソ
ン
病
に
つ
い
て
」

講
師
＝
国
立
療
養
所
南
京

都
病
院
の
岡
伸
幸
さ
ん

し
め
き
り
＝
６
月
２０
日
	

個
別
相
談
は
、
午
後
３
時

か
ら
で
、
定
員
は
先
着
４
人

で
す
。

申
込
・
問
合
せ
先
＝
田
辺

保
健
所（
�
６３
・
６
０
４
５
）

参
加
費
＝
２
０
０
円

し
め
き
り
＝
６
月
２０
日
	

申
込
・
問
合
せ
先
＝
▼
府

視
覚
障
害
者
協
会
京
田
辺
支

部
　
岡
井
（
�
６５
・
３
０
４

５
）
▼
社
会
福
祉
課
（
�

６４
・
１
３
７
２
）

課
（
�
６３
・
１
１
２
２
）
▼

京
都
南
社
会
保
険
事
務
所

（
�
０
７
５
・
６
４
３
・
３

５
４
１
）

幼 稚 園

保
育
料
の
減
免
申
請

保
育
料
の
減
免
申
請 

保
育
料
の
減
免
申
請 

７
月
４
日
ま
で
に
各
園
へ

新
役
員
決
ま
る

市政協力員
連絡協議会

会
長
に
上
村
さ
ん

中
国・
香
港
な
ど
で

新
型
肺
炎(

Ｓ
Ａ
Ｒ
Ｓ)

が
流
行

帰国後の急な発熱・せきなどは病院へ 帰国後の急な発熱・せきなどは病院へ 
マスク着用、医療機関に事前連絡後診察を

毎
年
７
月
は
、
福
祉
医
療
制
度

（
老
人
・
障
害
・
母

子
）
を
受
け
て
い
る

人
の
「
福
祉
医
療
費

受
給
者
証
」
の
切
り

替
え
月
で
す
。

対
象
者
は
、
市
か

ら
交
付
申
請
書
を
送

付
し
ま
す
の
で
、
必

ず
６
月
末
ま
で
に
提

出
し
て
く
だ
さ
い
。

（
郵
送
可
）

新
し
い
受
給
者
証
は
、
申
請
書
受

付
後
に
審
査
し
７
月
下
旬
に
送
付
し

ま
す
。
８
月
１
日
か
ら
は
必
ず
新
し

い
受
給
者
証
で
受
診
し
て
く
だ
さ
い
。

福
祉
医
療
の
う
ち
老
人
医
療
（
満

６５
〜
６９
歳
）
は
、
世
帯
構
成
や
前
年

の
収
入
額
に
よ
っ
て
「
該
当
」
か

「
非
該
当
」
が
決
ま
り
ま
す
。
申
請
さ

れ
た
人
で
「
非
該
当
」
と
な
っ
た
人

は
そ
の
旨
通
知
し
ま
す
。

前
年
度
に
該
当
さ
れ
な
か
っ
た
人

で
世
帯
構
成
の
変
動
や
収
入
減
少
な

ど
で
今
年
度
は
該
当
す
る
と
思
わ
れ

る
人
は
、
６
月
中
に
高
齢
福
祉
課
で

申
請
（
健
康
保
険
証
・
印
か
ん
が
必

要
で
す
）
を
し
て
く
だ
さ
い
。
審
査

の

結

果
、
該

当
と
な

っ
た
人
に
は
７
月
下
旬
に
受
給
者
証

を
送
付
し
ま
す
。

問
合
せ
先
＝
高
齢
福
祉
課
（
�

６４
・
１
３
７
３
）

受給者証の切替時期です

６
月
末
ま
で
に
手
続
き
を

６
月
末
ま
で
に
手
続
き
を 

６
月
末
ま
で
に
手
続
き
を 

福祉医療費 福祉医療費 
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●お忘れなく納付ください 

〈今月の市税など〉 

お申し込みは 

金融機関（郵便局含む）にて 

便利な 

市 納 
の は 

付 税 市 納 
の は 

付 税 

国民健康保険税‥‥第1期 
国保年金課（�63-1122） 

口座振替で 口座振替で 

ゆ
ず
り
ま
す

①
ペ
ー
ジ
プ
リ
ン
タ
ー

（
Ｂ
４
印
刷
）
②
ベ
ビ
ー
ベ

ッ
ドゆ

ず
っ
て
く
だ
さ
い

足
踏
み
ミ
シ
ン

受
付
開
始
日
時
＝
６
月
５

日
�
午
前
８
時
３０
分
か
ら

申
込
・
問
合
せ
先
＝
産
業

振
興
課（
�
６４
・
１
３
６
０
）

京
た
な
べ
を

美
し
く
す
る
会

「
わ
が
ま
ち
“京
た
な
べ
”を

美
し
く
す
る
会
」
は
、
平
成

１５
年
度
総
会
を
開
き
ま
す
。

日
時
＝
６
月
７
日
�
午
後

１
時
３０
分
か
ら

場
所
＝
社
会
福
祉
セ
ン

タ
ー内

容
＝
１４
年
度
事
業
・
決

算
報
告
、
１５
年
度
事
業
計

画
・
予
算
案
、
環
境
美
化
活

動
実
践
者
・
団
体
表
彰
、
環

境
美
化
の
ビ
デ
オ
上
映
な
ど

問
合
せ
先
＝
わ
が
ま
ち

“京
た
な
べ
”を
美
し
く
す
る

危
険
物
安
全
週
間

毎
年
６
月
第
２
週
は
「
危

険
物
安
全
週
間
」
で
す
。

危
険
物
を
取
り
扱
う
事
業

所
で
の
自
主
保
安
体
制
の
確

思
春
期
子
育
て

セ
ミ
ナ
ー
開
く

教
育
委
員
会
は
、
思
春
期

子
育
て
セ
ミ
ナ
ー
を
開
き
ま

す
。思

春
期
に
あ
る
子
ど
も
の

心
理
や
最
近
の
動
向
な
ど
を

学
び
、
思
春
期
の
子
ど
も
へ

の
接
し
方
が
わ
か
ら
な
い
と

い
っ
た
悩
み
や
不
安
を
持
っ

た
親
な
ど
の
た
め
に
、
そ
の

対
処
方
法
な
ど
に
つ
い
て
学

習
す
る
こ
と
で
、
家
庭
の
教

育
力
の
再
生
を
図
る
た
め
に

行
い
ま
す
。

日
時
＝
６
月
２４
日
�
午
後

８
時
３０
分
〜
９
時
３０
分

場
所
＝
中
央
公
民
館

テ
ー
マ
＝
「
今
、
子
ど
も

の
抱
え
る
悩
み
と
、
そ
れ
を

支
え
る
人
々
と
の
心
の
交

流
」講

師
＝
市
適
応
指
導
教
室

指
導
員
の
沖
良
威
さ
ん

参
加
費
＝
無
料

保
育
を
希
望
さ
れ
る
人

は
、
６
月
２０
日
	
ま
で
に
申

し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

く
わ
し
く
は
社
会
教
育
課

（
�
６４
・
１
３
９
３
）
へ
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

市
は
、
み
な
さ
ん
の
生
活

の
一
助
と
し
て
消
費
生
活
に

関
す
る
色
々
な
問
題
に
つ
い

て
紹
介
し
て
い
ま
す
。

今
月
号
は
、
「
債
権
譲

渡
・
出
会
い
系
サ
イ
ト
の
ト

ラ
ブ
ル
」
で
す
。

『
突
然
身
に
覚
え
の
な
い

と
こ
ろ
か
ら
「
現
金
を
振
り

込
ん
で
欲
し
い
」
と
は
が
き

や
電
報
が
送
ら
れ
て
き
た
』

と
の
相
談
が
寄
せ
ら
れ
ま
し

た
。こ

れ
は
、「
債
権
譲
渡
を

受
け
た
か
ら
連
絡
し
て
欲
し

い
。」「
現
金
を
振
り
込
ん
で

欲
し
い
。」「
出
会
い
系
サ
イ

ト
を
利
用
し
た
か
ら
情
報
料

を
振
り
込
ん
で
欲
し
い
。」

と
い
う
も
の
で
す
。

ま
ず
、
被
害
に
遭
わ
な
い

た
め
に
は
電
報
な
ど
に
書
い

て
あ
る
電
話
番
号
に
連
絡
し

な
い
こ
と
で
す
。
電
話
す
る

と
相
手
に
着
信
履
歴
が
残

り
、
こ
ち
ら
の
電
話
番
号
を

教
え
て
し
ま
う
こ
と
に
な

り
、
嫌
が
ら
せ
電
話
の
始
ま

り
に
な
り
か
ね
ま
せ
ん
。

債
権
の
譲
渡
は
債
務
者
の

了
解
無
し
に
は
譲
渡
す
る
こ

と
は
出
来
ま
せ
ん
。無
視
し
、

相
手
に
し
な
い
こ
と
で
す
。

不
安
を
感
じ
た
り
、
迷
っ

た
時
は
市
の
消
費
生
活
相
談

を
受
け
て
く
だ
さ
い
。

日
時
＝
毎
週
水
・
金
曜
日

午
後
１
時
３０
分
〜
４
時

同
志
社
大
学
の

外
国
文
化
週
間

同
志
社
大
学
は
、
外
国
文

化
週
間
を
開
き
ま
す
。

期
間
＝
６
月
２０
日
	
〜
２４

日
�場

所
＝
同
志
社
大
学
京
田

辺
キ
ャ
ン
パ
ス
な
ど

内
容
＝
▼
映
画
祭
▼
シ
ン

ポ
ジ
ウ
ム
▼
講
演
会
な
ど

問
合
せ
先
＝
同
志
社
大
学

言
語
文
化
教
育
研
究
セ
ン

タ
ー
（
�
６５
・
７
０
７
０
）

府
く
ら
し
の

ア
ド
バ
イ
ザ
ー

府
く
ら
し
の
ア
ド
バ
イ

ザ
ー
の
み
な
さ
ん
は
、
悪
質

商
法
に
よ
る
被
害
の
未
然
防

止
の
た
め
、
消
費
生
活
に
関

す
る
啓
発
活
動
を
し
て
い
ま

す
。１５

年
度
京
都
府
く
ら
し
の

ア
ド
バ
イ
ザ
ー
は
次
の
方
々

で
す
（
敬
称
略
）。

▼
樋
口
容
子
（
山
手
南
）

▼
金
丸
早
智
子
（
東
）
▼
小

坂
博
子
（
田
辺
）
▼
金
尾
美

枝
子
（
薪
）

問
合
せ
先
＝
田
辺
地
方
振

興
局
（
�
６２
・
７
４
０
９
）

普
通
救
命
講
習
会

日
時
＝
６
月
７
日
・
２１
日

�
午
前
９
時
〜
正
午

場
所
＝
▼
７
日
…
北
部
住

民
セ
ン
タ
ー
▼
２１
日
…
消
防

本
部定

員
＝
そ
れ
ぞ
れ
先
着
２０

人
費
用
＝
無
料

し
め
き
り
＝
開
催
日
の
前

日
申
込
・
問
合
せ
先
＝
▼
消

防
署
（
�
６３
・
１
１
２
５
）

▼
消
防
署
北
部
出
張
所
（
�

６５
・
０
１
１
９
）

自転車のマナーあなたは大丈夫？ 
自転車は手軽な乗り物ですが、自転車を利用するときは、 

必ず交通ルールを守り、安全に乗りましょう！ 

◎自転車事故に多くみられる危ない運転は・・・・ 

自転車の前かごなどの 
手荷物を狙ったひったくりが 
発生しています。 
十分注意しましょう！ 
 ［田辺警察署　�63-0110］ 

また、「歩道」は歩く人が 
優先です。思いやりのある 
運転をしましょう！ 

立
を
目
的
に
、
平
成
２
年
か

ら
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

石
油
類
を
は
じ
め
と
す
る

危
険
物
は
、
自
動
車
の
燃
料

な
ど
幅
広
く
使
用
さ
れ
て
お

り
、
現
代
の
私
た
ち
の
生
活

に
欠
か
せ
な
い
も
の
と
な
っ

て
い
ま
す
。
し
か
し
、
こ
れ

ら
は
取
り
扱
い
を
誤
る
と
発

火
・
爆
発
を
起
こ
す
危
険
が

高
く
、
高
温
の
場
所
に
は
置

か
な
い
な
ど
、
細
心
の
注
意

が
必
要
で
す
。

こ
の
週
間
を
通
じ
て
、
多

く
の
人
が
危
険
物
に
対
す
る

理
解
を
深
め
、
事
故
の
な
い

安
全
で
豊
か
な
社
会
を
築
い

て
い
き
ま
し
ょ
う
。

消
防
本
部
・
消
防
署
は
、

６
月
８
日
�
か
ら
１４
日
�
ま

で
危
険
物
施
設
へ
の
立
ち
入

り
検
査
な
ど
を
行
い
ま
す
。

問
合
せ
先
＝
消
防
本
部

（
�
６３
・
１
１
２
５
）

リサイクル 
情　　　報 

行　　　政 
トピックス 

社会体育 
協　　会 

野外活動 
センター 

学研都市 

図 書 館  

消防団  

福 　 祉  

国 　 保  年 　 金  

保 　 健  税 相 　 談  統 　 計  

消 　 防消 　 防  e t c .

中　央  
公民館  

田　辺  
児童館  

中　央  
体育館  

耳より  
情　報  

文 　 化  
協 　 会  

募　集  
します  

国保年金 

とうちく 

消費生活 
メ　　モ 

田辺公園 
プ ー ル 

社会福祉 
協 議 会 

水 　 道  下水道  

消 　 防  

国 　 際  
交 　 流  

せせらぎ 常磐苑  
普賢寺  
児童館  警 　 察  観光協会 

【
第
１
回
】

日
時
＝
６
月
２１
日
�
午
後

１
時
３０
分
〜
３
時
３０
分

場
所
＝
中
部
住
民
セ
ン

タ
ー講

演
・
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

テ
ー
マ
＝
「
就
職
・
転
職
の

極
意
〜
自
分
を
プ
レ
ゼ
ン

テ
ー
シ
ョ
ン
し
よ
う
！
効
果

的
な
自
己
Ｐ
Ｒ
法
と
は
？
」

講
師
＝
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
京

都
人
材
銀
行
専
任
キ
ャ
リ
ア

カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
の
河
村
晴
美

さ
ん保

育
を
希
望
さ
れ
る
人

は
、
６
月
１８
日
�
ま
で
に
申

し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

【
第
２
回
】（
北
部
ふ
れ
あ

い
セ
ミ
ナ
ー
公
開
講
座
と
し

て
行
い
ま
す
）

日
時
＝
７
月
２
日
�
午
前

１０
時
〜
正
午

場
所
＝
北
部
住
民
セ
ン

タ
ー講

演
・
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

テ
ー
マ
＝
「
私
Ｏ
Ｋ
、
あ
な

た
Ｏ
Ｋ
か
ら
は
じ
ま
る
人
と

の
か
か
わ
り
〜
心
の
栄
養
を

大
切
に
〜
」

講
師
＝
じ
ん
け
ん
楽
習
塾

の
李
福
美
さ
ん

保
育
を
希
望
さ
れ
る
人

は
、
６
月
３０
日
�
ま
で
に
申

し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

【
申
込
・
問
合
せ
先
】

会
事
務
局
（
総
務
課
内
、
�

６４
・
１
３
２
６
）

春
の
叙
勲
受
章
者

春
の
叙
勲
受
章
者 

春
の
叙
勲
受
章
者

春
の
叙
勲
受
章
者 後

１
時
３０
分
〜
３
時
３０
分

場
所
＝
社
会
福
祉
セ
ン

タ
ー講

演
者
＝
ウ
ィ
メ
ン
ズ

カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
京
都
代

表
の
井
上
摩
耶
子
さ
ん

参
加
料
＝
無
料

保
育
を
希
望
さ
れ
る
人

は
事
前
に
予
約
し
て
く
だ

さ
い
。

問
合
せ
先
＝
政
策
推
進

課
（
�
６４
・
１
３
１
０
）

れ
ま
し
た
。

「
毎
日
、
署
内
全
体
の
事

件
書
類
に
目
を
通
し
、
短

時
間
で
解
り
や
す
く
す
る

こ
と
が
大
変
で
し
た
」
と

思
い
出
深
く
話
さ
れ
、
現

在
は
、
趣
味
の
野
草
を
育

て
た
り
、
健
康
の
た
め
ウ

オ
ー
キ
ン
グ
を
さ
れ
る
一

方
、
社
協
や
自
治
会
の
仕

事
な
ど
で
忙
し
い
毎
日
を

過
ご
さ
れ
て
い
ま
す
。

「
み
な
さ
ん
の
お
か
げ
で

す
。
地
味
な
仕
事
で
も
認

め
て
い
た
だ
き
、
あ
り
が

た
く
思
っ
て
い

ま
す
」
と
謙
虚

に
話
さ
れ
る
中

西
さ
ん
は
、
昭

和
２０
年
に
京
都

府
警
察
官
に
な

ら
れ
て
か
ら
３８

年
間
、
西
陣
・
九
条
・
伏

見
各
署
な
ど
で
事
件
の
書

類
送
致
の
仕
事
で
活
躍
さ

中西康さん

地
味
な
仕
事
で
も
認
め
ら
れ
た

可
能
性
を
導
き
出
す
の
が
教
師

上
村
さ
ん
は
昭
和
２８
年

か
ら
３８
年
間
に
わ
た
り
、

教
師
と
し
て
教
育
行
政
な

ど
の
発
展
に
尽
力
さ
れ
ま

し
た
。

教
師
生
活
の
多
く
の
期

間
は
、
京
都
市
立
岡
崎
中

学
校
で
教
壇
に
立
た
れ
、

同
校
校
長
も
７
年
間
務
め

春
の
叙
勲
が
４
月
２９
日
に
発
表
さ
れ
、
上
村
敏
一
さ
ん
（
７２
歳
、
東
）
と
宇

田
元
茂
さ
ん
（
８０
歳
、
薪
）
が
勲
五
等
瑞
宝
章
を
、
中
西
康
さ
ん
（
７７
歳
、
薪
）

が
勲
六
等
瑞
宝
章
を
そ
れ
ぞ
れ
受
章
さ
れ
ま
し
た
。
お
三
方
か
ら
受
章
の
喜
び
の

声
を
聞
き
ま
し
た
。 平

成
１５
年
度

市
内
か
ら
３
人
が
受
章

男
女
共
同
参
画
に

関
す
る
研
修
会

市
は
、
京
た
な
べ
男
女

共
同
参
画
週
間
（
６
月
２３

日
�
〜
２９
日
�
）
事
業
と

し
て
、
男
女
共
同
参
画
に

関
す
る
研
修
会
（
ド
メ
ス

テ
ィ
ッ
ク
・
バ
イ
オ
レ
ン

ス
に
つ
い
て
）
を
２
回
に

わ
た
り
開
き
ま
す
。

日
時
＝
６
月
２５
日
�
▼

…
午
前
１０
時
〜
正
午
▼
午

海原しおりさん

教
師
に
な
っ
て
よ
か
っ
た
と
思
う

昭
和
１８
年
か
ら
、
戦
後

の
荒
れ
果
て
た
時
代
に
教

鞭
を
と
ら
れ
た
宇
田
さ
ん
。

交
野
市
の
小
学
校
で
校

長
を
務
め
ら
れ
た
こ
ろ
に

は
、
水
の
苦
手
な
子
ど
も

た
ち
に
プ
ー
ル
で
直
接
指

導
さ
れ
た
り
、
卒
業
式
に

児
童
一
人
ひ
と
り
に
色
紙

を
渡
す
な
ど
、

「
ふ
れ
あ
い
」

を
大
切
に
さ
れ

た
そ
う
で
す
。

４０
年
間
の
教

育
生
活
を
振
り

返
り
、
「
つ
ら

い
思
い
出
も
多
か
っ
た
け

ど
、
教
師
に
な
っ
て
よ
か
っ

た
」
と
語
ら
れ
ま
し
た
。

最
近
で
は
自
身
の
体
験
を

後
世
に
伝
え
る
こ
と
が
自
分

の
や
る
べ
き
仕
事
だ
と
、
戦

争
の
悲
惨
さ
を
講
演
会
な
ど

で
話
さ
れ
て
い
ま
す
。

宇田元茂さん

ら
れ
ま
し
た
。

上
村
さ
ん
は
「
地
域
と

保
護
者
の
み
な
さ
ん
の
支

え
が
あ
っ
て
こ
そ
長
い
間
、

教
師
が
で
き
た
」
と
話
さ

れ
ま
し
た
。

今
で
は
趣
味
の
陶
芸
鑑

賞
が
毎
日
の
楽
し
み
と
か
。

「
子
ど
も
の
評
価
は
学
力

だ
け
で
は
な

い
。
教
師
は
可

能
性
を
導
き
出

す
の
が
仕
事
」

と
も
語
ら
れ
ま

し
た
。

上村敏一さん

ふ
れ
あ
い
　
夢

フ
ェ
ス
タ
開
催

京
た
な
べ
男
女
共
同
参

画
週
間
実
行
委
員
会
は
、

「
今
、
い
き
い
き
し
て
い

ま
す
か
？
共
に
支
え
合
っ

て
い
き
ま
し
ょ
う
！
」
を

テ
ー
マ
に
、「
ふ
れ
あ
い

夢
　
フ
ェ
ス
タ
」
を
開
き

ま
す
。

こ
れ
は
、
６
月
２３
日
�

か
ら
始
ま
る
「
京
た
な
べ

男
女
共
同
参
画
週
間
」
の

啓
発
と
男
女
共
同
参
画
社

会
の
実
現
に
向
け
て
、
女

性
問
題
に
対
す
る
関
心
と

理
解
を
深
め
て
も
ら
お
う

と
行
う
も
の
で
す
。

日
時
＝
６
月
２８
日
�
午

前
１０
時
〜
午
後
４
時

場
所
＝
中
央
公
民
館
と

そ
の
周
辺

内
容
＝
▼
講
演
会
▼
舞

台
発
表
▼
体
験
コ
ー
ナ
ー

▼
模
擬
店
▼
フ
リ
ー
マ
ー

ケ
ッ
ト
な
ど

ま
た
、
６
月
２３
日
�
か

ら
２９
日
�
ま
で
、
市
役

所
・
中
央
図
書
館
・
老
人

福
祉
セ
ン
タ
ー
常
磐
苑
・

商
工
会
館
・
中
央
公
民
館

で
、
女
性
団
体
の
活
動
に

関
す
る
パ
ネ
ル
展
も
開
き

ま
す
。

く
わ
し
く
は
、
京
た
な

べ
男
女
共
同
参
画
週
間
実

行
委
員
会
事
務
局
（
政
策

推
進
課
内
、
�
６４
・
１
３

１
０
）
へ
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

フ
リ
マ
出
店
者

募
集
し
ま
す

京
た
な
べ
男
女
共
同
参

画
週
間
実
行
委
員
会
は
、

「
ふ
れ
あ
い
　
夢
　
フ
ェ

ス
タ
」
で
の
フ
リ
ー
マ
ー

ケ
ッ
ト
の
出
店
者
を
募
集

し
ま
す
。

応
募
は
リ
サ
イ
ク
ル
業

や
商
品
販
売
業
を
本
業
と

し
な
い
人
に
限
り
ま
す
。

出
店
日
時
＝
６
月
２８
日

�
午
前
１０
時
〜
午
後
４
時

出
店
場
所
＝
中
央
公
民

館
周
辺

出
店
で
き
る
人
＝
市
内 共に支え合っていきましょう！

男女共同参画週間 男女共同参画週間 
今、いきいきしていますか？23

日
〜
29
日

＜ 4 ＞

豊
か
な
生
活
を
築
く

男
女
共
生
セ
ミ
ナ
ー

教
育
委
員
会
は
、
豊
か
な

生
活
を
築
く
た
め
に
、
お
互

い
が
よ
き
パ
ー
ト
ナ
ー
と
し

て
の
人
と
人
と
の
生
き
方
に

つ
い
て
学
習
す
る
、
男
女
共

生
セ
ミ
ナ
ー
を
開
き
ま
す
。

参
加
費
は
い
ず
れ
も
無
料

で
す
。

市
と
井
手
・
宇
治
田
原
両

町
は
、
住
民
相
互
の
親
睦
と

交
流
を
深
め
広
域
的
な
ス

ポ
ー
ツ
振
興
を
め
ざ
し
、
綴

喜
陸
上
競
技
大
会
を
開
き
ま

す
。開

催
日
＝
７
月
６
日
�

種　目 部　　　　　門 

種　目 部　　　　　門 

1500�走女子・男子 �中学生�16～34歳�35歳以上 

100�走女子・男子 �小学5・6年生�中学生�16～34歳�35歳以上 

50�走女子・男子 �小学1～4年生�16～34歳�35歳以上 

400�走女子・男子 �中学生�16～34歳�35歳以上 

3000�走女子・男子 �中学生�16～34歳�35歳以上 

中学生リレー女子・男子 中学生4人（4×100�） 

小学生リレー女子・男子 小学5・6年生4人（4×100�） 

400�リレー女子・男子 一般（16歳以上）4人＜知事杯争奪＞4×100� 

砲丸投げ男子・女子 �中学生�16～34歳�35歳以上 

走り幅跳び男子 �小学4～6年生�中学生�16～34歳�35歳以上 

走り高跳び男子 �小学5・6年生�中学生�16～34歳�35歳以上 

■トラック競技 

■フィールド競技 

綴喜陸上競技大会　競技種目 
綴
喜
陸
上
競
技
大
会 

綴
喜
陸
上
競
技
大
会 

太
陽
が
丘
で
綴
喜
陸
上

太
陽
が
丘
で
綴
喜
陸
上 
太
陽
が
丘
で
綴
喜
陸
上

太
陽
が
丘
で
綴
喜
陸
上 
太
陽
が
丘
で
綴
喜
陸
上 

文
化
フ
ォ
ー
ラ
ム
に

参
加
し
ま
せ
ん
か

Ｎ
Ｈ
Ｋ
京
都
文
化
セ
ン

タ
ー
は
、
オ
ム
ロ
ン
け
い
は

ん
な
文
化
フ
ォ
ー
ラ
ム
を
開

き
ま
す
。

多
く
の
み
な
さ
ん
の
参
加

を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

日
時
＝
７
月
１３
日
�
午
後

２
時
〜
３
時
３０
分

場
所
＝
け
い
は
ん
な
プ
ラ

ザ
（
精
華
町
）

講
師
＝
女
優
で
冒
険
家
の

和
泉
雅
子
さ
ん

テ
ー
マ
＝
「
私
だ
け
の

北
極
点
」

定
員
＝
先
着
３
０
０
人

参
加
費
＝
１
０
０
０
円

（
抽
選
で
１
５
０
人
を
無
料

招
待
）

申
込
方
法
＝
往
復
は
が
き

（
１
枚
で
１
人
）
の
往
信
用

開
会
式
＝
午
前
１０
時
か
ら

場
所
＝
山
城
総
合
運
動
公

園
陸
上
競
技
場
（
宇
治
市
）

内
容
＝
左
表
の
と
お
り

参
加
資
格
＝
市
と
井
手
・

宇
治
田
原
両
町
内
に
在
住
・

通
勤
・
通
学
す
る
小
学
１
年

生
以
上
の
人

参
加
費
＝
▼
中
学
生
…
１

０
０
円
▼
１６
歳
以
上
…
３
０

０
円
▼
小
学
生
…
無
料

申
込
方
法
＝
社
会
体
育
協

会
事
務
局
へ
電
話
・
フ
ァ
ク

ス
、
ま
た
は
直
接
申
し
込
ん

で
く
だ
さ
い

し
め
き
り
＝
６
月
２０
日
	

申
込
・
問
合
せ
先
＝
社
会

体
育
協
会
事
務
局
（
田
辺
中

央
体
育
館
内
、
�
６２
・
１
５

０
１
、
�
６２
・
１
５
３
４
）

に
住
所
・
氏
名
・
年
齢
・
電

話
番
号
を
、
返
信
用
の
表
に

住
所
・
氏
名
を
書
い
て
送
付

し
て
く
だ
さ
い
。

申
込
・
問
合
せ
先
＝
Ｎ
Ｈ

Ｋ
京
都
文
化
セ
ン
タ
ー
（
〒

６
０
０
・
８
２
１
６
京
都
市

下
京
区
東
洞
院
通
塩
小
路
下

ル
　
ル
ネ
サ
ン
ス
ビ
ル
内
、

�
０
７
５
・
３
４
３
・
５
５

２
２
）

に
在
住
し
て
い
る
人

定
員
＝
先
着
３８
人

出
店
料
＝
１
０
０
０
円

申
込
方
法
＝
商
工
会
に

備
え
付
け
の
申
込
書
に
必

要
事
項
を
書
い
て
、
同
会

へ
持
参
し
て
申
し
込
ん
で

く
だ
さ
い
。

申
込
期
間
＝
６
月
９
日

�
〜
１３
日
	
午
前
９
時
〜

午
後
５
時

申
込
・
問
合
せ
先
＝
商

工
会
（
�
６２
・
０
０
９
３
）

7月6日

井
手
・
宇
治
田
原
両
町
の
住
民
と
交
流

海
原
し
お
り
さ
ん

招
い
て
の
講
演
会

京
た
な
べ
男
女
共
同
参

社
会
教
育
課
（
�
６４
・

１
３
９
３
）

場
所
＝
市
役
所
３
０
６

号
会
議
室

申
込
・
問
合
せ
先
＝
産

業
振
興
課
（
�
６４
・
１
３

６
０
）

消
費
生
活
相
談
へ 

消
費
生
活
相
談
へ 

は
が
き
・
電
報
に
ご
注
意 

は
が
き
・
電
報
に
ご
注
意 

は
が
き
・
電
報
に
ご
注
意

は
が
き
・
電
報
に
ご
注
意 

は
が
き
・
電
報
に
ご
注
意

は
が
き
・
電
報
に
ご
注
意 

は
が
き
・
電
報
に
ご
注
意 

は
が
き
・
電
報
に
ご
注
意 

はがき・電報にご注意 はがき・電報にご注意 

身
に
覚
え
の
な
い
と
こ
ろ
か
ら
の

画
週
間
実
行
委
員
会
は
、

男
女
共
同
参
画
週
間
に
ち

な
み
、
漫
才
師
の
海
原
し

お
り
さ
ん
を
招
き
講
演
会

を
開
き
ま
す
。

日
時
＝
６
月
２８
日
�
午

後
１
時
３０
分
〜
３
時

場
所
＝
中
央
公
民
館

講
演
者
＝
漫
才
師
の
海

原
し
お
り
さ
ん

テ
ー
マ
＝
「
愛
あ
れ
ば

こ
そ
幸
あ
り
」

参
加
費
＝
無
料

問
合
せ
先
＝
京
た
な
べ

男
女
共
同
参
画
週
間
実
行

委
員
会
事
務
局
（
政
策
推

進
課
内
、
�
６４
・
１
３
１

０
）
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6月のギャラリー
�絵手紙「曜の会」合同展：野田光運＝
3日�～8日��「楽篆会」篆刻展：斉藤元
二＝10日�～15日��「ガラスアート絵画
展」～ガラスアートMASAKO主宰～：中
村政子＝17日�～22日��“わ”の絵てが
みクラブ合同展：片岡昭二＝24日�～29日
�。ただし、27日	は除きます。

6月の映画会
今月は、ヒューマンドラマ特集です。
�7日…ポネット�14日…マイ・フレン
ド・メモリー�21日…天国の約束�28日…
コーリャ　愛のプラハ
いずれも土曜日の午前10時30分から

おはなし会
�6月７日�…一寸法師�14�…貧乏神
�18日�…ねえ、おきて！�21日�…七羽
のカラス�25日�…たまごから何がでてく
るの？�28日�…かにかにこそこそ
時間＝�水曜日…午後4時～
4時30分�土曜日…午後3時～
3時30分
話し手＝�18日�…図書館
職員�25日�…図書館サーク
ルの語り手の会�土曜日…図
書館サークルのいろりの会

おはなし会
�6月7日�…歯医者とけちんぼおとこ�
14日�…ひなどりとねこ�21日�…こうま
のとむ�25日�…おとうさん�28日�…か
あさんのおめん�7月5日�…たなばた
時間＝�水曜日…午後4時～4時30分�土
曜日…午前11時～11時30分
話し手＝�水曜日…図書館職員�土曜日
…図書館サークルのおはなしバスケット

おはなし会
6月11日�午後4時から…ひこいちどんの
かさやさん
話し手＝図書館職員

日にち 種別 対象 

受付時間＝13：30～14：30 
場所＝保健センター　　　 
問合せ先＝健康推進課（�64-1334） 

予防接種の日程 

　　毎週日曜日 
　　受付時間 
　8：30～14：30

休日応急診療所開設 

10：30～12：00 
13：30～15：30

愛の献血 
6月18日� 

コミュニティホール 

三種混合 
6月18日� 
7月3日� 

6月4日� 8月生まれおよび申込者 
生後6～18か月の乳幼児で 

10月生まれおよび申込者 
9月生まれおよび申込者 

ツベルク
リン反応 

6月9日� 14年12月生・15年1月生まれおよび申込者 
※2日後の判定・ＢＣＧに来てください。 

判定・ 
ＢＣＧ 

6月11日� 6月9日にツ反を受けた人のみ対象 

け
い
は
ん
な
夏
の

ク
ラ
シ
ッ
ク
コ
ン
サ
ー
ト

日
時
＝
７
月
２７
日
�
午
後
２
時

場
所
＝
け
い
は
ん
な
プ
ラ
ザ

（
精
華
町
）

出
演
者
＝
▼
指
揮
…
阪
哲
朗
さ
ん

▼
ピ
ア
ノ
…
小
菅
優
さ
ん
▼
管
弦
楽

…
ア
ン
サ
ン
ブ
ル
・
神
戸

曲
目
＝
チ
ャ
イ
コ
フ
ス
キ
ー
ピ
ア

ノ
協
奏
曲
第
１
番
変
ロ
短
調
、
交
響

曲
第
５
番
ホ
短
調

料
金
＝
▼
前
売
券
…
一
般
３
５
０

０
円
、
小
・
中
・
高
・
大
学
生
２
０

０
０
円
▼
当
日
券
…
４
０
０
０
円

（
前
売
り
で
完
売
時
は
販
売
は
あ
り
ま

せ
ん
。
小

学
生
未
満

の
方
の
入

場
は
で
き

ま
せ
ん
）

駐
車
場

は
当
日
無

料
で
す
。

申
込
・

問

合

せ

先
＝
�

け

い
は
ん
な

（
�
９５
・
５

１
１
５
）

心配ごと 
相談 

田辺地方 
振興局 
�62-0173

田辺 
児童館 
�63-1081

普賢寺 
児童館 
�65-0153

児童 
福祉課 
�64-1377

地域子育て 
支援センター 
�62-0468

府民無料 
法律相談 

市民無料 
法律相談 

高齢者・障害者など対象
に福祉サービスの契約な
ど生活支援について 

60歳以上の人を対象 

18歳未満の子どものこ
とについて、気にかか
ることなど 

乳幼児を除く市民を 
対象 

家でできる訓練の方法
や、内容について 
（来所も可） 

妊婦・乳幼児の相談、 
乳幼児の身体計測など 

弁護士による相談 
�6月20日�7月1日から電話予
約受付（土・日・祝日を除く） 

成人を対象 
電話予約受付 

弁護士による相談 
6月13日電話予約受付 

地域福祉 
権利擁護 
相談 

南部 
法律相談
センター 

6月18日� 
13：30～15：00 
中部住民センター 

6月19日� 
13：30～15：00 
一休ケ丘公民館 

6月10日� 
9：00～11：00 

保健センター（�63-2662） 

6月5日� 
9：00～11：00 
保健センター 

心配ごと 
出張相談 

毎週月曜日 
9：00～11：00 
保健センター 

6月16日� 
13：30～16：30 
田辺地方振興局 

�7月2日��7月16日� 
13：30～16：30 
市役所会議室 

老人健康 
相談 

毎週月～金曜日 
9：00～12：00・13：00～15：00 

田辺児童館 

毎週月曜日 
9：00～12：00・13：00～16：30 

普賢寺児童館 

毎週月～金曜日 
9：00～12：00・13：00～16：30 

児童福祉課 

電話相談　毎週月～金曜日 
来所相談　毎週月曜日 
9：00～16：00

発達相談 

育児相談 

家庭児童 
相談室 

すくすく 
子育て 
相談 

健康相談 

リハビリ 
電話相談 

問合せ先 

京都 
弁護士会 
�075-231-2378

6月10日� 
13：30～16：00 
社会福祉センター 

登記・相続・離婚問題
など（予約制） 

司法書士 
法律相談 

6月5日� 
13：30～16：00 
社会福祉センター 

法律問題全般 
（予約制） 

弁護士に
よる無料 
法律相談 

6月25日� 
13：30～16：00 
社会福祉センター 

6月20日� 
13：30～16：00 
薪公民館 

6月30日� 
13：30～16：00 

老人福祉センター常磐苑 

毎週木曜日 
13：00～17：00 

CIKビル（近鉄新田辺駅西） 

6月5日�・16日�・25日� 
13：30～16：00 
社会福祉センター 

相談内容 
なやみごと 
（人権・行政） 
相談 

相談名 

妊婦 
乳幼児 
相談 

成人健康 
相談 

相談名 

日時・場所 

相談内容 日時・場所 

問合せ先 

人権擁護委員・行政相
談委員による相談 

6月11日�市役所会議室 
25日�北部住民センター 
13：30～16：00 広報 

広聴課 
�62-4343

健康 
推進課 
�64-1334 
�64-1335

ふれあい 
相談室 

土曜日 
なんでも 
相談 

日常生活全般につい
て、どんなことでもお
気軽に（予約制） 

一人で悩まずどんなこ
とでもご相談を 
電話・FAX・来所可 

毎週月～金曜日 
9：00～16：00 
社会福祉センター 

6月21日� 
10：00～12：00 
社会福祉センター 

生活 
なんでも 
相談 

毎日の生活で心配なこ
と、わからないことに
ついて（日常生活全般
について） 

弁護士による有料の法
律相談（予約制・40分
5,250円） 

在宅介護に関する各種
相談、アドバイス 

6月18日� 
10：00～12：00 

老人福祉センター常磐苑 

在宅介護 
相談 

高齢 
福祉課 
�64-1374

登校しぶりや不登校の
問題、学習の遅れなど
（予約制） 

教育相談 
学校 
教育課 
�63-4488

社会福祉 
協議会 
�62-5447 
�65-4962

乳幼児のことについ
て、気にかかることな
ど 

※相談日が祝日の時は、相談開催日を変更する場合が 
　ありますので各担当へお問い合わせください。 

くらしの中で購入する
物やサービスについて
の相談 

毎週水・金曜日 
13：30～16：00 
市役所3階306会議室 

消費生活 
相談 

産業 
振興課 
�64-1360

13：00～（24日�のみ 
9：00～） 

●  3日� 田辺東小学校 
●11日� 大住小学校 
●12日� 中央公民館 
●17日� 三山木小学校 
●18日� 田辺小学校 
●19日� 桃園小学校 
●24日� 松井ケ丘小学校 
●26日� 薪小学校 

女性による女性のため
のカウンセリング　
（予約制） 

6月19日� 
13：30～16：30 
市役所会議室 

女性の 
相談室 

政策 
推進課 
�64-1309

 

年金に関する相談、各種届
出（厚生年金・第3号被保
険者届など）および請求 

6月19日� 
14：00～16：00 
社会福祉センター 

京都南社会 
保険事務所に
よる年金相談 

国保 
年金課 
�64-1333

 

小
菅
優
さ
ん

阪
哲
朗
さ
ん

中央図書館 

中央図書館北部分室 

新しい本の紹介 

中央図書館中部分室 

新
し
い
本
の
紹
介 

中央図書館 

中央図書館北部分室中央図書館北部分室 

新しい本の紹介 

中央図書館北部分室 
北部住民センター内 
�63-0499　�63-7956

中央図書館中部分室 

新
し
い
本
の
紹
介 

中央図書館 

中央図書館北部分室 

新しい本の紹介 

中央図書館中部分室中央図書館中部分室 中央図書館中部分室 
中部住民センター内 
�64-8833　�64-8820

新
し
い
本
の
紹
介 

中央図書館 

中央図書館北部分室 

中央図書館 

新しい本の紹介 

�65-2500　�65-1222

中央図書館中部分室 

新
し
い
本
の
紹
介 

広 報 き ょ う た な べ ＜ 6 ＞

水道週間水道週間水道週間

6月1日～7日 
「届けます  

  未来に安心 水道水」 

けいはんな けいはんな 

コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
で

適
切
な
体
力
づ
く
り

田
辺
中
央
体
育
館
は
、
コ

ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
を
使
っ
て
体

力
を
総
合
的
に
測
定
し
、
専

門
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
が
目

的
に
あ
わ
せ
た
効
果
的
な
ト

レ
ー
ニ
ン
グ
メ
ニ
ュ
ー
を
提

ト
レ
ー
ニ
ン
グ
ル
ー
ム

使
用
講
習
会
を
開
く

日
時
＝
７
月
４
日
	
午
後

３
時
〜
５
時
と
午
後
７
時
〜

９
時
の
２
回

対
象
＝
市
内
に
在
住
・
通

勤
・
通
学
す
る
１６
歳
以
上
の

人
定
員
＝
３０
人
ず
つ
６０
人

受
講
料
＝
１
０
０
０
円

申
込
方
法
＝
往
復
は
が
き

の
往
信
用
に
受
講
希
望
日

時
・
住
所
・
氏
名
・
年
齢
・

電
話
番
号(

勤
務
先
・
学
校

名
な
ど)

と
「
ト
レ
ー
ニ
ン

市
民
総
体
（
空
手
道
）

日
時
＝
６
月
２９
日
�
午
前

９
時
か
ら

場
所
＝
田
辺
中
央
体
育
館

参
加
資
格
＝
市
内
に
在

住
・
通
学
す
る
小
・
中
学
生

社
交
ク
ラ
ブ
が

会
員
を
募
集

文
化
協
会
所
属
の
社
交
ク

ラ
ブ
は
、
会
員
を
募
集
し
ま

す
。【初

級
】

日
時
＝
毎
週
土
曜
日
午
前

１０
時
〜
１１
時
３０
分

場
所
＝
中
部
住
民
セ
ン

タ
ー【中

級
】

日
時
＝
毎
週
土
曜
日
午
後

８
時
〜
９
時
３０
分

場
所
＝
北
部
住
民
セ
ン

タ
ー【入

会
金
】

１
０
０
０
円

【
月
会
費
】

２
０
０
０
円

【
講
師
】

日
本
ダ
ン
ス
議
会
の
プ
ロ

選
手【問

合
せ
先
】

社
交
ク
ラ
ブ
　
松
本
（
�

６３
・
６
２
９
２
）

社
会
体
育
協
会
と
教
育
委

員
会
は
、
府
民
総
体
市
選
考

会
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
女
子
の
部

を
開
き
ま
す
。

日
時
＝
７
月
７
日
�
午
後

７
時
〜
９
時
３０
分

場
所
＝
田
辺
中
央
体
育
館

参
加
資
格
＝
市
内
に
在

住
・
通
勤
・
通
学
す
る
１８
歳

以
上
の
女
子

チ
ー
ム
構
成
＝
９
人
。
た

だ
し
、
大
学
生
は
１
チ
ー
ム

３
人
以
内

抽
選
会
日
時
・
場
所
＝
７

月
１
日
�
午
後
８
時
か
ら
・

田
辺
中
央
体
育
館

参
加
費
（
１
チ
ー
ム
）
＝

２
０
０
０
円

申
込
方
法
＝
田
辺
中
央
体

育
館
に
備
え
付
け
の
申
込
書

バ
レ
ー
ボ
ー
ル
を

始
め
ま
せ
ん
か

社
会
体
育
協
会
所
属
の
バ

夏
の
夜
空
の
も
と
、
恒
例

の
「
七
夕
ま
つ
り
」
が
行
わ

れ
ま
す
。

カ
ラ
フ
ル
で
に
ぎ
や
か
な

手
作
り
笹
み

こ
し
パ
レ
ー

ド
が
繰
り
広

げ
ら
れ
ま

す
。
ま
た
、

子
ど
も
た
ち

お
楽
し
み
の

夜
店
も
約
２

０
０
軒
が
立

ち
な
ら
び
、

大
勢
の
人
で

賑
わ
い
ま

す
。日

時
＝
７

月
７
日
�
午

後
６
時
３０
分

〜
１０
時
ご
ろ

場
所
＝
役
場
前
通
り
（
木

津
小
学
校
〜
国
道
２４
号
交
差

点
）

地
球
っ
こ
講
座
を
開
き
ま

す
。日

時
＝
６
月
２２
日
�
午
後

２
時
〜
５
時

場
所
＝
精
華
町
交
流
ホ
ー

ル
（
役
場
内
）

テ
ー
マ
＝
「
世
界
が
も
し

１
０
０
人
の
村
だ
っ
た
ら
」

講
師
＝
国
際
理
解
研
究
会

青
年
海
外
協
力
隊
の
ＯＢ
・
ＯＧ

定
員
＝
先
着
１
０
０
人

（
小
学
３
年
生
以
下
の
子
ど

も
は
保
護
者
の
同
伴
が
必
要

で
す
）

地
球
っ
こ
講
座

七
夕
ま
つ
り

開
会
式
時
間
・
場
所
＝
午

後
６
時
３０
分
・
木
津
小
学
校

パ
レ
ー
ド
時
間
・
場
所
＝

午
後
７
時
・
木
津
小
学
校
〜

中
央
公
民
館

問
合
せ
先
＝
木
津
町
学
研

企
画
課（
�
７２
・
０
５
０
１
）

参
加
費
＝

無
料申

込

方

法
＝
住
所
・

氏
名
・
年

齢
・
電
話
番

号
を
、
直
接

ま
た
は
電

話
・
フ
ァ
ク

ス
・
電
子

メ
ー
ル
で
申

し
込
ん
で
く

だ
さ
い

し
め
き
り
＝
６
月
１８
日
�

申
込
・
問
合
せ
先
＝
せ

い
か
グ
ロ
ー
バ
ル
社
会
を

推
進
す
る
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

会
議
事
務
局
（
精
華
町
企

画
調
整
課
内
、
�
９５
・
１

９
０
０
、
�
９５
・
３
９
７

１
、
電
子
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス

kikaku@
tow
n.seika.

kyoto.jp

）

グ
講
習
会
希
望
」
を
、
返
信

用
の
表
に
住
所
・
氏
名
を
書

い
て
田
辺
中
央
体
育
館
に
送

付
。
ま
た
は
、
住
所
・
氏
名

を
書
い
た
は
が
き
を
同
体
育

館
に
直
接
持
参
し
て
申
し
込

ん
で
く
だ
さ
い

受
付
期
間
＝
６
月
１０
日
�

〜
２０
日
	

申
込
・
問
合
せ
先
＝
田
辺

中
央
体
育
館
（
〒
６
１
０
・

０
３
３
１
京
田
辺
市
田
辺
丸

山
１９
、
�
６２
・
１
５
０
１
）

供
し
ま
す
。

開
催
日
＝
６
月
１４
日
・
２１

日
・
２８
日
�
、
９
日
・
１６

日
・
２３
日
�

時
間
＝
午
前
１０
時
〜
正
午

場
所
＝
田
辺
中
央
体
育
館

対
象
＝
ト
レ
ー
ニ
ン
グ

ル
ー
ム
使
用
承
認
証
を
お
持

ち
の
人

定
員
＝
１
時
間
に
２
人
の

割
合利

用
料
（
１
回
）
＝
５
０

０
円
（
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
ル
ー

ム
使
用
料
は
別
途
３
０
０
円

必
要
で
す
）

申
込
方
法
＝
希
望
す
る
日

の
前
日
ま
で
に
、
田
辺
中
央

体
育
館
へ
電
話
ま
た
は
直
接

申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い

申
込
・
問
合
せ
先
＝
田
辺

中
央
体
育
館
（
�
６２
・
１
５

０
１
）

リサイクル 
情　　　報 

行　　　政 
トピックス 

社会体育 
協　　会 

野外活動 
センター 

学研都市 

図 書 館  

消防団  

福 　 祉  

国 　 保  年 　 金  

保 　 健  税 相 　 談  統 　 計  

消 　 防  e t c .

中　央  
公民館  

田　辺  
児童館  

中　央中　央  
体育館体育館  

耳より  
情　報  

文 　 化  
協 　 会  

募　集  
します  

国保年金 

とうちく 

消費生活 
メ　　モ 

田辺公園 
プ ー ル 

社会福祉 
協 議 会 

水 　 道  下水道  

中　央  
体育館  

国 　 際  
交 　 流  

せせらぎ 常磐苑  
普賢寺  
児童館  警 　 察  観光協会 

に
必
要
事
項
を
書
い
て
社
会

体
育
協
会
事
務
局
へ
持
参
・

郵
送
・
フ
ァ
ク
ス
の
い
ず
れ

か
の
方
法
で
申
し
込
ん
で
く

だ
さ
い

し
め
き
り
＝
６
月
２３
日
�

申
込
先
＝
社
会
体
育
協
会

事
務
局
（
〒
６
１
０
・
０
３

３
１
京
田
辺
市
田
辺
丸
山

１９
、
田
辺
中
央
体
育
館
内
、

�
６２
・
１
５
０
１
、
�
６２
・

１
５
３
４
）

問
合
せ
先
＝
バ
レ
ー
ボ
ー

ル
連
盟
　
中
原
（
�
６２
・
０

８
４
２
）

レ
ー
ボ
ー
ル
連
盟
は
、
交
流

会
を
開
き
ま
す
。

日
時
＝
６
月
１５
日
�
午
前

９
時
３０
分
〜
午
後
３
時

場
所
＝
中
部
住
民
セ
ン

タ
ー対

象
＝
市
内
に
在
住
・
通

勤
す
る
主
婦
（
チ
ー
ム
で
の

参
加
も
で
き
ま
す
）

内
容
＝
ゲ
ー
ム
を
行
い
、

バ
レ
ー
ボ
ー
ル
に
親
し
む

参
加
費
（
１
人
）
＝
３
０

０
円問

合
せ
先
＝
バ
レ
ー
ボ
ー

ル
連
盟
　
小
川
（
�
６３
・
７

６
６
８
）

の
空
手
道
経
験
者

種
目
＝
個
人
組
手
（
▼
小

学
生
の
部
▼
中
学
生
の
部
）

参
加
費
（
１
人
）
＝
１
０

０
０
円

申
込
方
法
＝
田
辺
中
央
体

育
館
に
備
え
付
け
の
申
込
用

紙
に
必
要
事
項
を
書
い
て
、

社
会
体
育
協
会
事
務
局
へ
申

込
書
を
持
参
ま
た
は
郵
送
・

フ
ァ
ク
ス
の
い
ず
れ
か
で
申

し
込
ん
で
く
だ
さ
い

し
め
き
り
＝
６
月
１６
日
�

申
込
・
問
合
せ
先
＝
社
会

体
育
協
会
事
務
局
（
〒
６
１

０
・
０
３
３
１
京
田
辺
市
田

辺
丸
山
１９
、
田
辺
中
央
体
育

館
内
、
�
６２
・
１
５
０
１
、

�
６２
・
１
５
３
４
）

選
考
会
出
場
し
ま
せ
ん
か

９
人
制
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
女
子
の
部

府民総体

精華町役場 
精華町交流ホール精華町交流ホール 
精華町役場 
精華町交流ホール 

Ｊ
Ｒ
学
研
都
市
線 

近
鉄
京
都
線 

京
奈
和
自
動
車
道

京
奈
和
自
動
車
道 

京
奈
和
自
動
車
道 

精華学研ＩＣ精華学研ＩＣ 精華学研ＩＣ 

山
手
幹
線 

祝
園
駅

祝
園
駅 

新
祝
園
駅

新
祝
園
駅 

祝
園
駅 

新
祝
園
駅 

精華町交流ホール 
Ｎ  

木
津
駅 

JR学研
都市線

 

木津 
小学校小学校 
木津 
小学校 

老人福祉センター 

中央公民館 

木津町役場木津町役場 木津町役場 

天王神社 

パレードコース 

当日、会場周辺は交通規制がおこなわれます。 

木津川木津川 木津川 

国
道
２４
号 

泉
大
橋 

Ｎ  

パレードコース パレードコース 

七夕まつり 

昨年の地球っこ講座

手
作
り
笹
み
こ
し
を
引
く
参
加

者
の
み
な
さ
ん

〜
参
加
型
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
〜
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、

魔よけ土器が出土 魔よけ土器が出土 魔よけ土器が出土 
教
育
委
員
会
は
水
道
部
事

務
所
新
築
工
事
予
定
地
で
発

掘
調
査
を
行
っ
た
と
こ
ろ
、

平
安
時
代
の
掘
立
柱
建
物
跡

や
古
墳
時
代
中
期
の
絵
画
土

器
な
ど
が
見
つ
か
っ
た
と
発

表
し
ま
し
た
。

調
査
地
は
社
会
福
祉
セ
ン

タ
ー
北
側
の
５
８
０
平
方

�
。
こ
の
あ
た
り
は
、
南
山

城
で
も
有
数
の
遺
跡
と
し
て

知
ら
れ
る
興
戸
遺
跡
の
一
角

で
す
。こ
れ
ま
で
の
調
査
で
、

縄
文
時
代
晩
期
か
ら
中
世
に

か
け
て
の
遺
構
や
遺
物
が
数

多
く
見
つ
か
っ
て
い
ま
す
。

今
回
見
つ
か
っ
た
掘
立
柱

建
物
跡
は
、
柱
の
掘
り
か
た

も
方
形
で
大
き
く
そ
の
間
隔

も
広
い
こ
と
か
ら
一
般
的
で

な
い
建
物
で
あ
る
と
推
測
さ

れ
ま
す
。
ま
た
、
絵
画
土
器

は
、
表
面
に
連
続
し
た
三
角

紋
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
魔
よ

け
の
た
め
に
ム
ラ
の
境
に
置

か
れ
て
い
た
も
の
と
考
え
ら

れ
ま
す
。

同
調
査
地
の
南
に
は
古
代

の
綴
喜
郡
役
所
が
あ
っ
た
と

観
光
協
会
は
「
一
休
と
ん

ち
大
賞
」
の
こ
ば
な
し
と
エ

ッ
セ
イ
を
募
集
し
ま
す
。

部
門
＝
▼
こ
ば
な
し
の
部

…
「
風
刺
」
や
「
と
ん
ち
」

を
き
か
せ
た
も
の
▼
エ
ッ
セ

イ
の
部
…
一
休
さ
ん
に
聞
か

せ
た
い
愉
快
な
話
や
困
っ
た

話
、
ち
ょ
っ
と
い
い
話
な
ど

応
募
規
定
＝
▼
こ
ば
な
し

の
部
…
４
０
０
字
詰
原
稿
用

紙
１
枚
（
４
０
０
字
）
以
内
。

ワ
ー
プ
ロ
原
稿
は
縦
書
き

で
、
１
行
２０
字
×
２０
行
以
内

▼
エ
ッ
セ
イ
の
部
…
４
０
０

字
詰
原
稿
用
紙
２
枚
（
８
０

０
字
）
以
内
。
ワ
ー
プ
ロ
原

稿
は
縦
書
き
で
、
１
行
２０

字
×
４０
行
以
内
▼
表
紙
に
作

品
タ
イ
ト
ル
・
住
所
・
氏

名
・
年
齢
・
職
業
・
電
話
番

号
・
応
募
す
る
部
門
・
ど
の

よ
う
に
し
て
「
一
休
と
ん
ち

大
賞
」
を
知
っ
た
か
を
明
記

▼
未
発
表
の
オ
リ
ジ
ナ
ル
で

あ
る
こ
と
▼
応
募
作
品
の
返

却
は
し
ま
せ
ん

選
考
方
法
＝
木
津
川
計
さ

ん
（
立
命
館
大
学
教
授
）
を

委
員
長
と
す
る
選
考
委
員
会

（
５
人
）
が
審
査

賞
・
賞
金
＝
こ
ば
な
し
、

エ
ッ
セ
イ
の
部
と
も
に
▼
知

事
賞
（
１
編
）
…
１０
万
円
▼

市
長
賞
（
１
編
）
…
５
万
円

▼
観
光
協
会
長
賞
（
２
〜
３

編
）
…
１
万
円

し
め
き
り
＝
７
月
３１
日
�

（
当
日
消
印
有
効
）

発
表
＝
９
月
中
旬
に
入
賞

者
に
お
知
ら
せ
し
ま
す

応
募
・
問
合
せ
先
＝
観
光

案
内
所
（
〒
６
１
０
・
０
３

３
４
京
田
辺
市
田
辺
中
央
四

丁
目
３
・
３
　
Ｃ
Ｉ
Ｋ
ビ
ル

内
、
�
６８
・
２
８
１
０
）

聞
い
て
よ
！

聞
い
て
よ
！ 

一
休
さ
ん

一
休
さ
ん 

聞
い
て
よ
！

聞
い
て
よ
！ 

一
休
さ
ん

一
休
さ
ん 

聞
い
て
よ
！ 

一
休
さ
ん 

緑
の
風
ま
つ
り
〜
こ
の
ま

ち
で
働
き
、
こ
の
ま
ち
で
暮

ら
す
〜
（
主
催
＝
同
実
行
委

員
会
・
た
な
べ
緑
の
風
作
業

所
）
が
５
月
１７
日
に
社
会
福

祉
セ
ン
タ
ー
で
開
か
れ
ま
し

た
。会

場
で
は
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
な
ど
に
よ
る
模
擬
店
や
ス

テ
ー
ジ
発
表
、
作
業
所
利
用

者
が
作
っ
た
陶
芸
作
品
や
手

す
き
は
が
き
・
ご
み
袋
な
ど

の
販
売
な
ど
も
行
わ
れ
、
来

場
者
約
４
０
０
人
は
利
用
者

と
の
交
流
を
楽
し
み
ま
し

た
。こ

の
イ
ベ
ン
ト
を
主
催
し

た
知
的
障
害
者
通
所
授
産
施

設「
た
な
べ
緑
の
風
作
業
所
」

は
、
現
在
４３
人
の
利
用
者
が

通
所
。
軽
作
業
や
生
活
訓
練

な
ど
を
行
っ
て
い
ま
す
。

作
業
所
が
利
用
者
の
増
加

に
よ
っ
て
手
狭
に
な
る
こ
と

か
ら
、
第
２
作
業
所
の
建
設

な
ど
も
計
画
さ
れ
て
お
り
、

そ
れ
ら
を
市
民
の
み
な
さ
ん

に
理
解
し
て
い
た
だ
こ
う
と

行
わ
れ
た
も
の
で
す
。

た
い
あ
っ
ぷ
住
宅

入
居
者
を
募
集
中

府
住
宅
供
給
公
社
は
、

「
た
い
あ
っ
ぷ
住
宅
（
京
都

府
中
堅
勤
労
者
向
け
公
共
賃

貸
住
宅
）」
の
入
居
者
を
募

集
し
ま
す
。
こ
の
住
宅
は
、

府
が
家
賃
の
一
部
を
一
定
期

間
補
助
す
る
こ
と
で
、
入
居

者
の
家
賃
を
軽
減
す
る
民
間

の
賃
貸
住
宅
で
す
。

募
集
す
る
住
宅
・
戸
数
＝

▼
レ
ス
ト
プ
レ
イ
ス
西
川

（
田
辺
中
央
六
丁
目
７
・

３
）
・
５
戸
▼
プ
レ
ス
テ
ー

ジ
壱
番
館
（
田
辺
中
央
三
丁

目
３
・
１
）
・
１
戸
▼
ス
マ

イ
ル
　
オ
ー
キ
ッ
ト
（
河
原

北
口
４３
）
・
１
戸

受
付
＝
先
着
順

所
得
制
限
な
ど
の
入
居
資

格
・
家
賃
の
減
額
制
度
が
あ

り
ま
す
。

問
合
せ
先
＝
府
住
宅
供
給

公
社
（
�
０
７
５
・
４
３

２
・
２
０
８
６
）

想
定
さ
れ
て
い
る
こ
と
か

ら
、
こ
の
付
近
一
帯
が
古
代

政
治
の
中
心
地
で
あ
っ
た
と

考
え
ら
れ
、
ま
た
、
近
く
に

あ
る
興
戸
古
墳
群

や
今
回
の
ム
ラ
を

示
す
祭
祀
跡
な
ど

か
ら
、
古
墳
時
代

に
も
中
心
地
で
あ

っ
た
と
教
育
委
員

会
は
み
て
い
ま

す
。問

合
せ
先
＝
社

会
教
育
課
（
�

６４
・
１
３
９
３
）

「
日
本
一
」
目
指
し
て

市
長
が
茶
農
家
激
励

５
月
１５
日
・
１６
日
両
日
、

久
村
哲
市
長
は
平
成
１５
年
度

全
国
・
関
西
茶
品
評
会
な
ど

に
出
品
を
予
定
す
る
茶
農
家

を
訪
れ
、
激
励
し
ま
し
た
。

１５
日
は
出
島
藤
司
さ
ん

（
飯
岡
）
の
茶
工
場
を
訪
問
。

市
長
は
、
摘
み
た
て
の
茶
葉

の
感
触
を
確
か
め
な
が
ら

「
茶
づ
く
り
が
市
の
振
興
を

支
え
て
い
ま
す
。
が
ん
ば
っ

て
く
だ
さ
い
」
と
語
り
か
け

る
と
、
出
島
さ
ん
は
今
年
の

茶
葉
の
出
来
具
合
を
「
天
気

に
恵
ま
れ
、
質
は
上
々
」
と

満
足
な
様
子
。
ま
た
、「
入

賞
で
き
る
よ
う
、
茶
づ
く
り

に
励
み
ま
す
」
と
意
気
込
み

を
力
強
く
話
さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
消
防
署
は
新
茶

シ
ー
ズ
ン
を
迎
え
た
事
か

ら
、
市
内
の
茶
工
場
の
防
火

査
察
を
行
っ
て
い
ま
す
。

署
員
は
、
工
場
内
の
消
火

設
備
な
ど
が
整
っ
て
い
る
か

ど
う
か
を
点
検
し
て
い
ま
し

た
。

茶工場を防火査察する消防署員（5月
15日）

観光協会

こ
ば
な
し
と
エ
ッ
セ
ー
を
募
集

過去最多の516人が登録 過去最多の516人が登録 過去最多の516人が登録 
京たなべ・同志社ヒューマンカレッジが開講

興戸遺跡

5月18日に行われた現地説明会で
調査員から説明を受けるみなさん
（社会福祉センター北側）

さをり織りを体験する来場者（社会福祉センター）

第
２
作
業
所
の
建
設
へ

理
解
も
と
め
市
民
と
交
流

古墳時代の祭祀跡見つかる

緑
の
風
ま
つ
り

久村市長（右）から茶葉の出来具合を尋ね
られる出島藤司さん（5月15日）

市
・
教
育
委
員
会
・
同
志
社
大
学
は
「
京

た
な
べ
・
同
志
社
ヒ
ュ
ー
マ
ン
カ
レ
ッ
ジ
」

開
講
式
を
５
月
１７
日
に
同
大
学
京
田
辺
キ
ャ

ン
パ
ス
で
開
き
ま
し
た
。

同
カ
レ
ッ
ジ
は
、
市
民
の
生
涯
学
習
を
支

援
し
、
心
豊
か
な
自
己
と
生
き
生
き
し
た
文

化
的
な
地
域
づ
く
り
を
め
ざ
そ
う
と
、
平
成

５
年
に
ス
タ
ー
ト
、
今
年
で
１１
年
目
。
登
録

者
は
年
々
増
加
し
、
今
年
は
市
内
を
は
じ
め

近
隣
府
県
か
ら
過
去
最
多
の
５
１
６
人
の
登

録
が
あ
り
ま
し
た
。

開
講
式
で
久
村
哲
市
長
は
「
学
ぶ
だ
け
で

な
く
、
い
か
に
活
か
す
か
が
大
切
で
す
。
が

ん
ば
っ
て
く
だ
さ
い
」
と
受
講
生
を
激
励
し

ま
し
た
。

第
１
回
目
の
講
義
は
、
同
志
社
大
学
法
学

部
長
の
瀬
川
晃
教
授
が
「
犯
罪
学
へ
の
招
待
」

と
題
し
て
講
演
（
＝
写
真
）。
同
教
授
は
、

犯
罪
原
因
論
や
対
策
論
に
つ
い
て
新
し
い
理

論
も
交
え
て
話
さ
れ
ま
し
た
。
受
講
生
は
解

り
や
す
い
説
明
を
熱
心
に
聴
き
入
っ
て
い
ま

し
た
。

表面に連続した三角形紋がある土器

H
H
H
H
H
H
H
H
H
H
H
H
H
H
H
H
H
H
H
H
H
H
H
H
H
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H
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